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「教職員人材育成基本方針」は、キャリアステージ（教職経験）ごとに求められる教

員の役割や資質能力を示すとともに、本県教育を担う人材の育成に向けた取組の方針を

示したものです。 

今後、学校、市町教育委員会、県教育委員会は、この「教職員人材育成基本方針」を 

共有し、連携して、本県教育を担う人材を育成するための取組を積極的に推進します。 

教職員は、次代を担う子どもたちを育てるという極めて重要な使命や責任をもつとと

もに、子どもたちの人格の形成を担う存在であることから、その職責の重さを絶えず自

覚し、常に自己研鑽に努めることが必要です。 

また、社会性や規範意識の低下など、教育を取り巻く情勢は厳しさを増しており、学

校では、確かな学力の育成、いじめや不登校の増加など様々な教育課題への対応が求め

られています。 

これらの教育課題に的確に対応し、活力ある学校づくりを進めるためには、一人ひと

りの教職員がそれぞれの資質能力をさらに高めるとともに、これを組織の力につなげて

いくことができるよう、組織的な学校運営に努めることが必要です。 

このような中、本県では、有識者等からなる「山口県教職員人材育成検討会議」を平

成１８年度から３年間設置し、その提言を受けて、教職員の養成・採用、評価、研修、

人事制度等による体系的な人材育成システムの構築に向けた取組を推進しているとこ

ろです。 

一方で、学校を取り巻く環境は、今後も急速に変化することが予想され、また、教職

員の大量退職を迎えることから、これまで以上に、教育に対する高い意欲と指導力を有

する教職員の育成はもとより、次代の本県教育を担う人材の養成・採用や経験豊かなベ

テランの教職員の知識や技能を若手の教職員に継承する体制づくりなどに向けて、これ

までの人材育成システムを一層活用しながら、学校、市町教育委員会、県教育委員会が

一体となって取り組むことが必要となってきています。 

 

１ 策定の背景 

２ 策定の趣旨 
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本県教育の充実を図るためには、教職員一人ひとりが常に自己研鑽に努めることができ

るよう、求められる資質能力を明確に示すとともに、本県教育を担う人材の育成に向けて、

学校、市町教育委員会、県教育委員会が一体となって取り組むことが必要です。 

本県では、教員に求められ、期待される資質能力を「山口県が求める教師像」に示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山口県が求める教師像」に示す資質能力は、教職生活を支える土台となるものであり、

これらの資質能力をより確かなものとするために、教職生活全体を通じて充実・深化させ

ていくことが大切です。 

特に、近年では、学校が直面する教育課題が複雑化・多様化し、教員一人だけでは対応

が困難な事案も生じていることから、学校組織の一員として、他の教職員や家庭・地域等

と連携しながら、教育課題の解決に向けて取り組むことができるよう、社会性やコミュニ

ケーション能力等が強く求められています。 

また、学校運営は、教員だけではなく、事務職員をはじめとする様々な職員との協働に

より行われ、また、これらの職員についても、児童生徒と直接ふれあう機会が多いことか

ら、「山口県が求める教師像」に示す資質能力が求められるとともに、その向上に努めるこ

とが必要です。 

 

～ 未来を担う子どもたちにあなたの熱い情熱を！ ～ 

◎ 豊かな人間性と人権尊重の精神を身につけた人 

 ◎ 強い使命感と倫理観をもち続けることができる人 

 ◎ 児童生徒を共感的に理解し、深い教育的愛情をもっている人 

 ◎ 幅広い教養と専門的知識、技能をもっている人 

 ◎ 豊かな社会性をもち、幅広いコミュニケーションができる人 

◎ 常に自己研鑽に努める意欲とチャレンジ精神のある人 

 

１ 山口県が求める教師像 
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教員は、一般的に、若手【自立・向上期】、中堅【充実期】、ベテラン【発展期】など、

キャリアステージの変化に伴い、学校における立場や職務、役割も変わることから、これ

に伴って、求められる資質能力も加わっていきます。 

 

■ 若  手【自立・向上期】                      

   

 

 

 

 

 
 

■ 中  堅【充実期】                         

  

 

 

 

 

 

 

■ ベテラン【発展期】                         

 

 

 

 

 

 

■ 管 理 職                            

 

  

 

 

■ ベテランの教員には、学校における様々な校務における主任等の 
 責任者としての役割が求められるとともに、日常の業務を通して若 
手や中堅の教員の人材育成にも積極的に取り組むことが期待されま 
す。 

  このため、学校のめざす方向を理解し、学校運営に積極的に参画 
 するとともに、様々な校務等における企画力・調整力、更には、職 
務の遂行を通して、他の教員に適宜適切に助言するなどの指導力等 
が求められます。 

 

□ 管理職は、学校運営全般において最終的な責任を有する立場にあ
り、確固たる教育理念に基づく学校運営に係る明確かつ具体的なビ
ジョンをもつことが必要とされます。 
このため、人間的な魅力や強いリーダーシップにより、学校教育

目標の実現に積極的に取り組み、活力ある学校づくりを進めるとと
もに、所属教職員の資質能力の向上を図るための指導力、行政機関
等との連絡調整能力や情報収集能力、危機管理能力等、学校マネジ
メントに関する幅広い資質能力が求められます。 

 

２ キャリアステージごとの役割と求められる資質能力 

 

○ 役割 

○ 求められる資質能力 

○ 役割 

○ 求められる資質能力 

○ 役割 

○ 求められる資質能力 

○ 役割 

○ 求められる資質能力 

■ 若手の教員には、教員としての自己を確立することが求められる
とともに、年齢的にも児童生徒に最も近い存在であることから、教
職員の中にあって、積極的に児童生徒と関わりながら教育活動を行
うことにより、学校全体に活力を与える役割が期待されます。 
このため、学習指導や生徒指導等を行う際に必要な基礎的な知識

や技能を基盤とした実践的指導力や教育に対する使命感や情熱など
が求められるとともに、児童生徒とのふれあいや保護者・地域との
関わり等を通して、教育実践や経験を積み重ねていくことも必要で
す。 

 

■ 中堅の教員には、分掌主任の補佐役等として積極的に学校運営に
参画するなど、ミドルリーダーとして行動することが求められると
ともに、若手の教員から教育活動等に関する相談を受けたり、指導・
助言を積極的に行ったりするなど、人材育成の役割を担うことが期
待されます。 
このため、自分が専門とする領域や得意分野の専門性を高めてい

くとともに、専門性を生かして、学校運営の一翼を担いながら行動
することが求められます。 
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本県教育を担う教職員の育成に向けて、学校、市町教育委員会、県教育委員会が共有す

べき方針を「人材育成に向けた５つの基本方針」として示します。 

この基本方針に基づき、教職員の養成・採用、評価、研修、人事制度等人材育成に関す

る総合的な取組である人材育成システムを活用し、学校、市町教育委員会、県教育委員会

が一体となって教職員の人材育成に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教職員のキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図ります。 

２ 教職員一人ひとりの適性や能力に応じて資質能力の向上を図ります。 

３ 組織的な学校運営を推進し、教職員の資質能力の向上を図ります。 

４ 地域や関係機関等と連携し、地域や学校の中核として活動する教職員を育成します。 

５ 大学等と連携し、優秀な教職員の養成・確保に努めます。 

 人材育成に向けた５つの基本方針  

・学校体験制度の充実 ・教育実習の充実 等

等

・積極的なＯＪＴの展開

・組織的な校内研修の推進

・学校評価・授業評価の活用 等

二
つ
の
柱

・キャリアステージに応じた資質能
力の向上を図る研修

・教育機関等と連携した専門性の

向上を図る研修 等

・公募型人事異動制度

・管理職の育成と選考方法の改善等

・教育力向上指導員制度

・学力向上推進リーダーの配置

・「人事異動方針」に基づく人事異動

・教員志願者の経歴の多様化への対応 ・多様な経験や得意分野の評価

・コミュニケーション能力や実践的指導力を評価する選考方法の工夫 等

教職員人材育成基本方針

・（財）山口県ひとづくり
財団

・社会福祉施設

等

・社会教育施設

・研究団体

・大学院・大学研究施設 ・新教育大学大学院 等

連

携

人材育成システム

養成・採用、評価、研修、人事制度等

人材育成に関する総合的な取組

・地域協育ネット

・学校運営協議会

・学校支援地域本部

・やまぐち教育応援団

等

連 携 連 携
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学校、市町教育委員会、県教育委員会は、この基本方針を共有し、連携して、本県教育

を担う教職員を育成するとともに、「自ら育つ教職員」の研鑽を積極的に支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
◎ 主な取組 

教職員評価 
目標管理の取組に基づくよさの伸長、課題の解決 【学校/市町教委/県教委】 

教職員評価に係る評価者研修会の充実・活用 【学校/市町教委/県教委】 

校 内 研 修  日常の職務を通した継続的な資質能力の向上（ＯＪＴ）の推進 【学校/市町教委/県教委】 

校 外 研 修  派遣研修等、専門性の深化を図る研修の充実・活用 【学校/市町教委/県教委】 

人 事 制 度  

個々の教職員の資質能力の向上と各学校の教育課題の解決に向け
た人事異動 

【学校/市町教委/県教委】 

意欲を生かし、能力の発揮を促す公募型人事異動制度の推進 【学校/市町教委/県教委】 

積極的な校内人事による新たな校務分掌等の職務の経験 【学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎ 主な取組 
教職員評価 面談を通した教職員一人ひとりのキャリアビジョンの把握 【学校/市町教委/県教委】 

校 内 研 修  校内研修や日常の職務を通した資質能力の向上（ＯＪＴ）の推進 【学校】 

校 外 研 修  
キャリアステージに応じた研修の充実 【市町教委/県教委】 

管理職に求められる資質能力の育成と向上を図る研修の充実 【市町教委/県教委】 

人 事 制 度  
多様な経験を積む積極的な人事異動の推進 【学校/市町教委/県教委】 

キャリアステージに応じた校内におけるジョブローテーション 【学校】 

※ OJT ⇒ On –the- Job- Training の略 職場の上司等が職場内で仕事をしながら、機会をとらえて、職務に必要 

な知識、技能、態度等を、意図的・計画的、継続的に高めていく人材育成活動 

※ ジョブローテーション ⇒ 学年や校務分掌等の担当する職務における定期的な異動 

 

■ 教職員は、キャリアステージに応じて学校における役割や立場も異なってくることから、

それぞれの段階において求められる職責や役割を果たすことができるよう、キャリアステー

ジごとに必要となる資質能力を計画的・継続的に身につける取組を進めます。 

 

■ 教職員一人ひとりの資質能力は、経験してきた役割や校務分掌等の積み重ねによって様々

であることから、教職員一人ひとりの適性や能力に応じて資質能力の向上を図る取組を進め

ます。 

 

◆ 人材育成に向けた５つの基本方針 

 

 

教職員のキャリアステージに応じて計画的・継続的に資質能力の向上を図ります。 

教職員一人ひとりの適性や能力に応じて資質能力の向上を図ります。 
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◎ 主な取組 

養   成 
学校体験制度の充実による教職に対する意欲の向上 【学校/市町教委/県教委】 

教育実習の充実による実践的指導力の向上 【学校/市町教委/県教委】 

採   用 
意欲と実践的指導力を有する人物評価を重視した選考方法の改善 【県教委】 

新規採用予定者に対する研修会の充実 【県教委】 

研 修 
臨時的任用教員の資質能力の向上に向けた研修会の実施や勤務校

における取組の推進 
【学校/市町教委/県教委】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

◎ 主な取組 
教職員評価 目標管理の取組による専門性の向上 【学校】 

校 内 研 修  地域の人材を活用した校内研修の推進 【学校/市町教委/県教委】 

校 外 研 修  
地域における社会体験等を通じた視野の拡大と派遣研修等による
専門性の深化 

【学校/市町教委/県教委】 

人 事 制 度  

公募型人事異動制度の活用など、積極的な人事異動による地域や
学校の中核となる人材の育成 【学校/市町教委/県教委】 

教育行政や地域の関係施設等における多様な経験の蓄積 【市町教委/県教委】 

マネジメントに関する研修等による計画的な管理職候補者の育成 【学校/市町教委/県教委】 

 

 

■ 本県教育の充実に向けては、各学校が、地域や学校の現状を踏まえ、教育活動全体の改善・

充実に努める必要があることから、地域や関係機関等と連携し、地域や学校の中核として活

動する高い専門性と行動力にあふれる教職員を育成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 主な取組 

教職員評価 学校教育目標を踏まえた自己目標の設定 【学校】 

校 内 研 修  学校の課題解決と教職員の資質能力の向上を図る校内研修の充実 【学校/市町教委/県教委】 

校 外 研 修  学校組織マネジメントに関する研修の充実 【学校/市町教委/県教委】 

人 事 制 度  
教職員一人ひとりの専門性を生かす校務分掌への配置 【学校】 

ミドルリーダーを育成する人事異動や校内人事の推進 【学校/市町教委/県教委】 

 

■ 教職員の資質能力は、学校教育目標の達成に向けた他の教職員との協働実践などを通して

向上することから、組織的な学校運営を推進し、教職員の資質能力の向上を図ります。 

 

■ 今後、教員の大量退職が予想されることから、新規採用者の増加を見据え、大学等と連携

し、教員志望者の増加と優秀な教員の確保に向けた取組の一層の充実を図ります。 

 

 

 

 

大学等と連携し、優秀な教職員の養成・確保に努めます。 

組織的な学校運営を推進し、教職員の資質能力の向上を図ります。 

地域や関係機関等と連携し、地域や学校の中核として活動する教職員を育成します。 
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教職員は、キャリアステージごとに求められる資質能力を意識しながら、教職員評価、

研修、人事制度等の人材育成に関する取組を活用して自らの資質能力の向上に努めるとと

もに、管理職は、これらの取組を活用しながら、教職員一人ひとりの適性や能力に応じて

計画的・継続的に支援していくことが重要です。 

 

■ 若  手【自立・向上期】                      

若手の教員には、教育に対する強い使命感や情熱をもち続けるとともに、学習指導や

生徒指導等を行う際に必要な基礎的な知識や技能を基盤とした実践的指導力を身につ

けることが求められます。 

 

教職員評価 ○ 目標管理の取組を通して把握したよさや課題に基づく自己研鑽 

校 内 研 修 
○ 校内研修による実践的指導力の向上 

○ ＯＪＴによる資質能力の向上 

校 外 研 修 

○ 初任者研修等を中心とした継続的な研修による学習指導や生徒指

導、学級経営等に関する実践的指導力の向上 

○ 異校種体験等による見方、考え方など視野の拡大 

人 事 制 度 
○ 校内におけるジョブローテーション及び積極的な人事異動による多

様な経験の蓄積 

 

■ 中  堅【充実期】                         

中堅の教員には、専門分野の力を伸ばすとともに、身につけた専門性を生かし、ミド

ルリーダーとして学校運営の一翼を担うことが求められます。 

 

教職員評価 
○ 目標管理の取組を通したキャリアビジョンの明確化 

○ 自己の専門性や学校運営における役割を踏まえた自己目標の設定 

校 内 研 修 
○ 将来的に学校教育の中核となることを自覚し、ミドルリーダーとし

てＯＪＴを積極的に展開 

校 外 研 修 

○ １０年経験者研修を中心にした専門性の伸長、課題の解決 

○ 「学習指導等の指導分野」や「マネジメント分野」等の適性に基づ

く能力開発 

人 事 制 度 
○ 専門性の一層の伸長に向けた積極的な人事異動 

○ 公募型人事異動制度の活用等による積極的な人事異動 
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■ ベテラン【発展期】                         

ベテランの教員には、これまでのキャリアステージにおいて身につけた高い能力や専

門性を発揮し、学校における様々な校務等を通して、学校運営に積極的に参画したり、

若手や中堅の教員の人材育成に積極的に取り組んだりすることが求められます。 

 

教職員評価 
○ 教職経験を積み重ねることに伴う立場や役割の変化による新たな

視点に基づく目標管理への取組 

校 内 研 修 

○ 校内研修や日常の職務等において指導的役割を果たすことによる

自らの資質能力の向上 

○ 若手や中堅の教員の資質能力の向上に向けたＯＪＴの積極的な展

開 

校 外 研 修 

○ 大学院派遣、社会体験等による専門的知識、技能の修得と活用 

○ これまでのキャリアステージにおいて培った高い専門性を地域の

教育力の向上など幅広い範囲で発揮 

人 事 制 度 

○ 学校における様々な校務等の責任者として、能力や専門性の発揮 

○ 「学習指導等の指導分野」や「マネジメント分野」等の適性を踏

まえた校内人事及び人事異動 

 

■ 管 理 職                             

管理職には、地域の期待や学校の状況・教育課題を的確に把握した上で、学校運営に

係る明確かつ具体的なビジョンをもち、学校教育目標の達成に向けて、マネジメント能

力を発揮するとともに、教職員の協働意識を高めながら、資質能力の向上を図り、活力

ある学校づくりに努めることが求められます。 

また、組織的な学校運営による学校の総合力の向上に向けた取組の推進にあたり、家

庭や地域社会と一層の連携を図るとともに、地域人材の学校教育活動への積極的な参画

を推進することも必要です。 

 

教職員評価 

○ 目標管理や業績評価の取組を通して把握した教職員のよさや課題

に応じた適切な指導・助言 

○ 学校運営の責任者という視点からの自己の能力開発 

校 内 研 修 

○ 教職員の意欲及び資質能力の向上や、学校教育目標の達成に向け

た校内研修体制の構築やＯＪＴの推進 

○ 関係機関等との連携による効果的な校内研修の推進 

校 外 研 修 

○ 教職員のよさや課題に応じた適切な研修機会の提供による人材育

成 

○ 学校運営に関する研修等によるマネジメント能力の一層の向上 

人 事 制 度 

○ 教職員一人ひとりのキャリアステージや専門性に応じた校務分掌

など校内の適切な人事配置 

○ 明確な学校運営ビジョンと教職員の適性に応じた人事異動 
 


